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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月16日(2017.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニトレン及び／又はカルベン前駆体である基材結合成分に化学的に結合される表面改質
成分を含む表面改質剤。
【請求項２】
　前記表面改質剤は単一の基材結合成分に化学的に結合される請求項１に記載の表面改質
剤。
【請求項３】
　前記基材結合成分はニトレン前駆体である請求項１に記載の表面改質剤。
【請求項４】
　前記基材結合成分はアジドを含有するモノマーである請求項３に記載の表面改質剤。
【請求項５】
　前記アジドを含有する前記モノマーはスルホニルアジドモノマーである請求項４に記載
の表面改質剤。
【請求項６】
　前記アジドを含有する前記モノマーはアリールスルホニルアジドモノマーである請求項
４に記載の表面改質剤。
【請求項７】
　前記アジドを含有する前記モノマーはスルホン化スチレンアジドモノマーである請求項
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４に記載の表面改質剤。
【請求項８】
　前記表面改質成分は、親水性成分、疎水性成分、親油性成分、疎油性成分、表面エネル
ギ改質成分、架橋成分、芳香成分、撥水性成分、生物学的成分、およびこれらの組合せか
らなる群より選択される請求項１に記載の表面改質剤。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の表面改質剤が化学的に結合された基板を含む表面改質
基板。
【請求項１０】
　前記基板は、ポリマー基板、繊維基板、ファイバー、ポリオレフィン材料、ポリプロピ
レン材料、ポリエチレン材料、多孔質ポリマー基板、非多孔質ポリマー基板、多孔質中空
ファイバー、非多孔質中空ファイバー、多孔質電池セパレータ、薄膜、ポリマー表面層、
複合材料およびこれらの組合せから選択される請求項９に記載の表面改質基板。
【請求項１１】
　前記基板は電池セパレータである請求項９に記載の表面改質基板。
【請求項１２】
　前記基板は繊維基板である請求項９に記載の表面改質基板。
【請求項１３】
　前記化学的に結合された表面改質剤は前記基板に共有結合されている請求項９に記載の
表面改質基板。
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